
新型コロナウイルス感染症への追加対応として、「くらし・経済
対策」に必要な歳入歳出予算補正を追加するとともに、小中学校
整備事業における事業進捗に伴う減額補正等を実施しました。（第
４号補正額：29億1,500万円、第５号補正額：13億4,800万円）

水道施設の老朽化が進む中、更新・耐震化を着実に進め、将来に向け水道事業
を持続可能なものとするため、水道料金等の改定を行うこととし、条例の一部を
改正しました。

47件の議案が可決されました
　令和２年度横浜市一般会計補正予算（第４号・第５号）

　横浜市水道条例の一部改正

中学校及び義務教育学校後期課程において令和３年度から実施する給食（デ
リバリー型）の給食費の上限額を日額330円に定めるため、条例の一部を改正し
ました。

　横浜市学校給食費の管理に関する条例の一部改正

された
主な議案

本会議（第1日）11月27日
● 議案の上程（給与条例関係）・質疑・常任委員会への付託・議決

本会議（第２日）12月4日
● 議案の上程・質疑・常任委員会への付託

本会議（第３日）12月９日
● 一般質問（→２・３面へ）

主 な 流 れ
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※議案に対する各会派の賛否一覧は４面をご覧ください。

常任委員会12月10日～12月15日
● 議案等の審査

本会議（第４日）12月17日
●

●

●

議案等の議決
追加議案の上程・質疑・常任委員会への付託
常任委員会での審査を経て、追加議案の議決

審議の模様は、市会インターネット中継でご覧いただけます。 横浜市会　インターネット中継 検索

市会ってなんだろう？
横浜市会は市民から選ばれた議員で構成されています。
どうして市会は必要なのでしょうか。

市会は、横浜市内のルール（条例）や、いろいろな仕事を行うためのお金（予算）、様々な事業（施策）
などについて、最終的な意思決定を行う合議制の議事機関です。また、市長の事務執行に対する
監視・評価、政策の立案や市会としての考えを国などに表明するといった役割も担っています。

市会では何が
行われている？
市会では何が
行われている？

このように議員は横浜の未来を創るために、大きな役割を果たしています。このように議員は横浜の未来を創るために、大きな役割を果たしています。

暮らしに関する様 な々ことを、議員が話し合って決めています。暮らしに関する様 な々ことを、議員が話し合って決めています。

市長と市会の役割はどう違う？
互いに役割分担をしながら市政を運営

横浜市会の議員は何人？横浜市会の議員定数は

市長と議員、どちらも選挙で直接選ばれた市民の代表で、
独立・対等の立場で市政を担っています（二元代表制）。
市会は市政の重要な事柄について審議し決定します。
市長は市会の決定に基づき市政を運営します。

横浜市民約376万人に対し、18区から選ばれる横浜市会議員は86人。人口に対する議員定数の割合は、
政令指定都市の中で最も少なくなっています。議員は多くの市民を代表して、施策の決定等を担っています。

86人

119〒231-0005横浜市中区本町6-50-10
横浜市会議会局
配布　令和3（2021）年2月
令和2年第4回市会定例会号

令和２年第４回市会定例会が11月27日か
ら12月17日まで開催されました。
（２面及び３面に一般質問の一部を掲載し
ています）。
定例会の模様はダイジェスト

番組「横浜市会ダイジェスト」で
もご覧いただけます。

市会紹介動画「みんなの横浜市会」
新しくなった議事堂を議員が

レポートして動画で紹介！

市会についてもっと知りたい！

一般質問（12月９日）

横浜市会ダイジェスト 検索



　　市では特に山坂が多く、高齢化が進展している地域において、地域交
通の確保が求められており、地域交通サポート事業（※）を中心に様々な取
組が展開されています。しかし、条件が整わない地域が数多くあり、潜在的な
ニーズも含めると、移動手段を求める市民のニーズは非常に高いと認識して
います。地域交通の充実に向けて一歩踏み込んだ方向性を示すべきと考え
ますが、いかがですか。
　　移動手段の確保は、経済・社会活動などを支え、豊かな市民生活や持
続的な成長につながる、重要な土台であると認識しています。コロナ禍による
地域交通のひっ迫した状況も踏まえ、最優先に取り組むべき政策として、ＩＣＴ
の活用やバス路線の再編など、あらゆる取組について、全庁が一丸となって
進めていきます。

　　新たな劇場整備について、この時期の莫大な額の劇場建設費の議論
は、現状の市民生活とはかなりギャップがあるように感じます。今後の新型コ
ロナウイルスの感染状況も見通せず、また、大変厳しい財政状況が示される
中、新たな劇場整備の事業の進捗については、一旦立ち止まり、劇場整備
に関わる事業費は今現在、困っている文化・芸術に携わる方々への支援・救
済の施策に振り向けるなどするべきと考えますが、いかがですか。
　　新たな劇場整備は、優れた舞台芸術の創造と発信により、にぎわい、観
光誘客などの経済活性化、さらに次世代育成に貢献し、横浜の将来の成長
をけん引する取組として位置づけています。コロナ禍での文化芸術に携わる
皆様へのご支援と劇場整備の事業化に向けた検討、ともに文化芸術創造
都市横浜として大切な取組であり、しっかり進めていきます。

　　市では防災計画風水害等対策編で富士山の大規模噴火を想定し、各
分野や状況における対策などを定めていますが、富士山の大規模噴火に備
えた火山灰対策は非常に重要かつ喫緊の課題であると考えます。防災計画
における火山灰対策の具体性を高めるため、今後どのように取り組んでいく
のか、うかがいます。
　　現在、国において、大規模広域の住民避難の方策や火山灰の処理方
法など、大規模噴火時の広域降灰について具体的な対策が検討されていま
す。今後、その結果を踏まえ、県とも連携しながら、市域における具体的な対
策を検討し、防災計画に反映させていきます。

　　新型コロナウイルス感染症の深刻な問題として、感染症対策だけでは
なく、困窮している市民や企業の支援なども含めた経済対策を同時に進めて
いかなければならないという問題があります。令和３年度予算案では、感染症
対策と経済対策の両立を目指すとともに、その他の重要施策も含めてバラン
スの取れたものにする必要があります。令和３年度予算編成では何に重点的
に取り組むのか、現時点の考えについて、うかがいます。
　　コロナ禍において、市民の皆様の安全・安心を守り抜くことが最優先で
す。そのため、感染症対策を強化しながら、依然として厳しい経営環境にある
事業者支援などの経済再生実現に取り組みます。同時に、中期４カ年計画
の最終年度として徹底した事業見直しに取り組みながら、医療、教育や防
災・減災などに真に必要な施策にしっかりと取り組んでいきます。

　　現在の公会堂では配信環境が整っておらず、主催団体の方からは配信
環境の整備の費用負担だけではなく、公会堂や業者との配線工事などのや
りとりにご苦労があったとうかがっています。公会堂のインターネット配信環境
を整えるなど、地域の文化芸術活動が継続できるよう支援すべきと考えます
が、いかがですか。
　　現在、公会堂では利用者の感染防止対策を十分図った上で、通常どお
り開館をしています。しかし、来場者を制限する場合や、直接来館することを控
える方もいるため、映像をオンライン配信できる環境整備について、指定管理
者と調整を図っていきます。こうした取組により、公会堂において市民の皆様
が文化活動などを継続できるよう支援をします。

横浜市会Facebook 横浜市会Twitter
横浜市会 ツイッター 検索横浜市会 FB 検索

市会インターネット中継

横浜市会　インターネット中継 検索

横浜市会ダイジェスト

横浜市会　ダイジェスト 検索

公明党地域交通の充実交　通

立民フ新たな劇場整備政　策

自民党火山灰対策防　災

12月９日本会議（第３日）において、市政全般に
関する方針や事業などについて、各会派を代表
して７人の議員から「一般質問」が行われました。
その中から、13項目を抜粋して掲載します。

一般質問

自民党財政運営財　政

立民フコロナ禍における文化芸術振興支援文　化

用
語
解
説

地域交通サポート事業（文中の　　　　（※）で表示）
生活に密着した交通手段の導入に向けて、地域の主体的な取組がスムーズに
進むように、実現にいたるまでの活動に対して支援を行う事業。

ワゴン型バス「四季めぐり号」

【自民党】6問
●火山灰対策
●財政運営
●コロナ禍で影響を受けている
　若者への就職支援
●こどもの虐待防止
●市営住宅駐車場の有効活用
●鶴見大橋の老朽化対策と
　鶴見川の治水対策

【立民フ】3問
●新たな劇場整備
●コロナ禍における文化芸術
　振興支援
●人にやさしい歩行空間の整備

【公明党】２問
●地域交通の充実
●障害者の移動支援施策の
　拡充

【共産党】２問
●第８期横浜市高齢者
　保健福祉計画・
　介護保険事業計画・
　認知症施策推進計画
●三ツ境駅周辺の交通
　バリアフリーと
　北口バスセンターの
　エレベーター設置



　　新型コロナウイルス感染症の影響で、市の有効求人倍率は令和２年６月
に５年ぶりに１倍を切り、依然として低い水準で推移しています。この度のコロナ
禍は、個人個人ではどうすることもできません。コロナ禍で影響を受けている若
者への就職支援に力を入れていく必要があると考えますが、いかがですか。
　　これまでも、企業と連携したインターンシップなどに取り組んできました。
新たな３密対策として、ウェブを活用した就職支援セミナーや合同就職面接
会を実施します。コロナ禍でも事業を拡大している業界や急成長している企
業など、採用意欲の強い企業とのマッチングを進めることで、若者が活路を見
出し、横浜経済の担い手となっていただけるよう、力強く支援をしていきます。

　　市は中期４カ年計画において、妊産婦を含む多様な相談に応じ、様々な
支援を行う「こども家庭総合支援拠点」の機能を、区役所に所持させることを
検討することとされています。各区こども家庭支援課に、この機能が設けられ
ることで、どのような効果が期待されるのか、うかがいます。
　　各区こども家庭支援課の児童虐待等に対応する体制を強化することで、児
童虐待に関する通告や相談に対して、より迅速な対応が可能となります。あわせ
て、国の基準で心理職等も配置することとされていますので、子育て等に関する
様々なご相談に対して、それらの専門職を活用し、よりきめ細かな支援を行うこと
で、児童虐待の予防を着実に進めることができると考えています。

　　障害の状況で、自家用車を利用している方からは、かねてから燃料費の助成を要
望する声がありました。令和２年第３回市会定例会において、燃料費助成を含めた移
動支援施策の拡充に向けた調整を進めていく方針が示されたことは大きな前進である
と考えます。障害者の移動支援施策の拡充に向けた意気込みについて、うかがいます。
　　障害の状況や生活環境から公共交通機関の利用が難しい方々から切
実なご意見をいただいており、選択肢を広げることが重要だと考えています。
引き続き、障害のある方の声をしっかりとうかがいながら、燃料費助成を含め
た移動支援施策の拡充に向けて、具体的な調整を進めていきます。

　　介護保険制度が始まった平成12年度から、保険料が約２倍に上昇していま
す。市の保険料基準額も第１期3,165円から第７期6,200円と約２倍です。市介
護保険事業の令和元年度決算では約42億円の黒字で、さらに介護保険給付
費準備基金が今年度末では約150億円と予想されます。現在の保険料改定は
16段階の区分ですが、16段階目は所得2,000万円以上とひとくくりであり、所得
に対する適正なバランスとは言えません。保険料は基金の活用や高額所得者の
保険料を増やすなどをして、値上げはやめるべきと考えますが、いかがですか。
　　後期高齢者の増加に伴い、要介護認定者や介護サービス利用者が増
加するため、保険料が上昇することが見込まれます。保険料基準額について
は、第８期計画策定の中で検討していきます。

　　１世帯当たりの自家用乗用車の保有台数は年々減少しており、市の市
営住宅駐車場では、約１万区画のうち約４割が何も使われず、空いている状
況です。令和２年４月には駐車場の有効活用が進むよう改正した、横浜市営
住宅条例が施行されました。市営住宅駐車場の活用については、新たな視
点で今後も積極的に有効活用を進めるべきだと考えますが、いかがですか。
　　これまでも、コインパーキングやカーシェアリングなどに取り組んできました
が、さらに、郊外住宅地の課題解決や地域の活性化につながるよう、時代の
変化や市民の皆様のニーズを捉え、様々な形で活用していきます。

　　市では区ごとにバリアフリー基本構想（※１）と道路特定事業計画（※２）
を策定し、バリアフリー化を推進しています。青葉区の市が尾駅周辺地区で
は平成28年度から整備が始まっています。早期の整備完了を望むとともに、
バリアフリー化がより多くの地域で展開されることが期待されます。今後もより
一層、バリアフリー化を推進していくべきと考えますが、いかがですか。
　　これまでに、市が尾駅など、各区の代表的な駅周辺について、バリアフリー
基本構想を策定し、整備を進めてきました。今後は、対象となる駅をさらに増やし、
積極的に国費を導入するなど、バリアフリー化をより一層推進していきます。

　　三ツ境駅周辺には、瀬谷区側には区役所、警察署、福祉施設があり、旭
区側には西部病院、保育園が立地しています。西部病院は市の中核病院であ
り、区外からも多くの人が来院されます。高齢化が進む中で電車やバスで通院さ
れる高齢者も多くなっています。三ツ境駅周辺のバリアフリー対策は急務です。
中でも応急に対応可能なバスセンターのエレベーターの整備は早急にすべきと
考えます。今後の計画はどうか、うかがいます。
　　三ツ境駅周辺のバリアフリー環境や、北口歩道橋の昇降機能の向上に
ついて、関係者の協力を得ながら検討していきます。

　　鶴見川河口部の産業道路には、市が管理する鶴見大橋という、昭和38
年以来、57年供用を続ける橋があります。産業道路は第１次緊急輸送道路と
なっており、震災時の重要な機能を担っていることや、台風や豪雨災害の備え
となる治水安全対策を着実に進めていく観点から、建設から50年以上経過し、
老朽化している鶴見大橋は、早期に架け替えるべきと考えています。鶴見大橋
の老朽化対策の進め方について、うかがいます。
　　鶴見川の河道掘削（※）にあわせた橋梁の老朽化対策は、治水安全性、
構造安定性を向上できる大変重要な事業です。現状での維持補修や架け替え
など、最善策を早急に検討し、河川管理者である国と連携して進めていきます。

公明党障害者の移動支援施策の拡充福　祉

立民フ人にやさしい歩行空間の整備道　路

自民党こどもの虐待防止子育て

自民党市営住宅駐車場の有効活用住まい

共産党三ツ境駅周辺の交通バリアフリーと
北口バスセンターのエレベーター設置道　路

自民党鶴見大橋の老朽化対策と
鶴見川の治水対策

道　路

共産党第８期横浜市高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画・認知症施策推進計画

福　祉

自民党コロナ禍で影響を受けている若者への就職支援経　済

用
語
解
説

河道掘削（文中の　　　　（※）で表示）
洪水時の水位を低下させるため、川の水が流れる道（河道）を掘って水が流れる
面積を増やす事業。

鶴見大橋

バリアフリー基本構想（文中の　　　　（※1）で表示）
市民の皆様がよく利用する施設が集まった地区内において、駅、道路、公園、建
築物、信号機等に対するバリアフリー化事業により、地区の重点的かつ一体的
なまちのバリアフリー化を推進する構想。

道路特定事業計画（文中の　　　　（※2）で表示）
バリアフリー基本構想に即して作成する具体的な事業計画（特定事業計画）のうち、
道路のバリアフリー事業について道路管理者が作成するもの。事業を実施する道
路の区間や事業の内容及び実施予定期間、配慮すべき重要事項などを定める。

用
語
解
説

令和2年第4回定例会号　ヨコハマ議会だより

※自民党･･･自由民主党横浜市会議員団・無所属の会　　立民フ･･･立憲民主党・無所属フォーラム横浜市会議員団　　公明党･･･公明党横浜市会議員団　　共産党･･･日本共産党横浜市会議員団



自由民主党横浜市会議員団・無所属の会（自）36人

立憲民主党・無所属フォーラム横浜市会議員団（憲）20人

公明党横浜市会議員団（公）16人

井上さくら（井） ●  井上さくら 豊田有希（豊） ●  豊田　有希
● 平田いくよ神奈川ネットワーク運動（ネ）

立憲民主党（立） ●  太田　正孝横浜から日本を変える会（ヨ）●  小幡　正雄

日本共産党横浜市会議員団（共）9人
● 荒木由美子
● 北谷　まり

● 宇佐美さやか
● 古谷　靖彦

● 大貫　憲夫
● みわ智恵美

● 河治　民夫● 岩崎ひろし
● 白井　正子

● 安西　英俊
● 久保　和弘
● 竹内　康洋
● 望月　康弘

● 加藤　広人
● 斉藤　伸一
● 中島　光徳

● 木内　秀一
● 斎藤　真二
● 仁田　昌寿

● 行田　朝仁
● 髙橋　正治
● 福島　直子

● 尾崎　　太
● 源波　正保
● 竹野内　猛

● 伊波俊之助
● 川口　　広
● 佐藤　　茂
● 渋谷　　健
● 高橋のりみ
● 古川　直季
● 遊佐　大輔

● 青木　亮祐
● 梶村　　充
● 小松　範昭
● 酒井　　誠
● 関　　勝則
● 伏見　幸枝
● 山田　一誠
● 渡邊　忠則

● 東　みちよ
● 鴨志田啓介
● 輿石　且子
● 清水　富雄
● 田野井一雄
● 藤代　哲夫
● 山本たかし

● 磯部　圭太
● 草間　　剛
● 佐藤　祐文
● 鈴木　太郎
● 長谷川　磨
● 松本　　研
● 横山　正人

● 大桑　正貴
● 黒川　　勝
● 斉藤　達也
● 瀬之間康浩
● 福地　　茂
● 山下　正人
● 横山勇太朗

● 有村　俊彦
● 梶尾　　明
● 中山　大輔
● 麓　　理恵

● 大野トモイ
● 今野　典人
● 花上喜代志
● 森ひろたか

● 大山しょうじ
● 坂本　勝司
● ふじい芳明
● 谷田部孝一

● 荻原　隆宏
● 田中　ゆき
● 藤崎浩太郎
● 山浦　英太

● 大岩真善和
● こがゆ康弘
● 長谷川えつこ
● 望月　高徳

※ 附帯意見を付して可決
 自 憲 公  共 ヨ 立  井 豊 ネ
 36 ⒇ ⒃ ⑼  ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴
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可
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可
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可
決

可
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○ ○ ○ × ○ × × × ○
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決

可
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可
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可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決○ ○ ○ × ○ × × ○ ○
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決○ ○ ○ × ○ × × ○ ○
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議　案　名

議員別の賛否一覧及び議案の内容については、市会ホームページをご覧ください。

●手数料条例の一部改正●地方税法第314条の７第１項第４号に掲げる寄附金を受け入れる特定非営利活動法人を指定する
ための基準、手続等に関する条例の一部改正●食肉衛生検査所条例の一部改正
●下水道条例の一部改正●道路占用料条例の一部改正●河川占用料条例の一部改正●港湾施設条例の一部改正
●学校給食費の管理に関する条例の一部改正
●公園条例の一部改正
●公会堂条例の一部改正●地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の一部改正

●中区南本牧４番の１等地先公有水面埋立地の確認●中区における町区域の変更●末吉橋第315号線等市道路線の認定及び
廃止●港北区民文化センター（仮称）用建物の取得●鶴見区ほか２区内の市立小学校用コンピュータの取得●南区ほか２区内の
市立小学校用コンピュータの取得●保土ケ谷区ほか２区内の市立小学校用コンピュータの取得●港北区及び都筑区内の市立小
学校用コンピュータの取得●中区ほか３区内の市立小学校及び市立義務教育学校（前期課程）用コンピュータの取得●緑区ほか
２区内の市立小学校及び市立義務教育学校（前期課程）用コンピュータの取得●鶴見区ほか９区内の市立中学校及び市立義務
教育学校（後期課程）用コンピュータの取得●保土ケ谷区ほか７区内の市立中学校及び市立義務教育学校（後期課程）用コン
ピュータの取得●瀬谷区民文化センター（仮称）用建物の取得の変更●消防訓練塔の設置及び管理のかしによる事故について
の損害賠償額の決定●都田地区センター（仮称）及び都田地域ケアプラザ（仮称）新築工事（建築工事）請負契約の締結●資源循
環局金沢工場監視制御設備改修工事請負契約の締結●緑園義務教育学校整備工事（第２工区建築工事）請負契約の締結

●地区センターの指定管理者の指定●公会堂の指定管理者の指定●技能文化会館の指定管理者の指定●地域ケアプラザの
指定管理者の指定●保護施設の指定管理者の指定●寿生活館の指定管理者の指定●生活自立支援施設はまかぜの指定管理
者の指定●高齢者保養研修施設ふれーゆの指定管理者の指定●スポーツ医科学センターの指定管理者の指定●総合保健医
療センターの指定管理者の指定
●金沢区 利谷町所在土地の取得●みなとみらい公共駐車場の公共施設等運営権の設定●当せん金付証票発売の限度額
●令和２年度一般会計補正予算（第５号）
●令和２年度一般会計補正予算（第４号）
●国立大学法人運営費交付金等の基盤的経費の充実に関する意見書の提出
●別居、離婚後の親子の面会交流についての環境整備を求める意見書の提出

　　本会議・委員会は、どなたでも傍聴することができます。
　当日、市会議事堂までお越しください。 横浜市会　日程 検索

令和3年第1回
市会定例会の日程

　令和3年第1回市会定例会は、2月1日（月）から3月23日（火）ま
で開催される予定です。日程は変更される場合があります。最新の
日程は市会ホームページをご確認ください。

2月  1日㈪10:00～（会期決定）
2月10日㈬10:00～（一般議案上程・質疑・付託、予算上程・説明）
2月19日㈮10:00～（一般議案議決、予算代表質疑）
2月25日㈭10:00～（予算関連質疑、予算特別委員会設置・付託）
3月23日㈫14:00～（予算議決）

本
会
議
の
開
催
予
定
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正
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算

市
長
提
出
議
案

意
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書

の
提
出

条
例
の
改
正

そ
の
他
の
議
案

議
員（
委
員
会
）

提
出
議
案

された意見書

●横浜市におけるカジノを含む統合型リゾート施設（ＩＲ）誘致についての住民投票に関する条例の制定
条
例
の

制
定

●職員に対する期末手当及び勤勉手当に関する条例の一部改正

●水道条例の一部改正

別居、離婚後の親子の面会交流についての
環境整備を求める意見書（要旨）

国立大学法人運営費交付金等の基盤的経
費の充実に関する意見書（要旨）

　国におかれては、別居、離婚後の面会交流が子供に
与える影響や実態を考慮し、それぞれの課題について諸
外国の取組に学びつつ、現行法での対応や必要な法制
上の措置を含めた速やかな環境整備の実現を強く要望
する。

　政府におかれては、ウィズコロナ、ポストコロナ時代を
見据え、意欲ある学生が安心して学ぶことができる環境
を整えることや、それぞれの大学が求められる役割を着実
に担い続けることができるよう、国立大学に対する運営
費交付金等の基盤的経費を充実するとともに、あわせて
公立・私立大学への支援の充実を図ることを強く要望
する。

市会では、意見書を国会及び国や県
などに提出することで、議会としての
意思を表明します。

○は賛成、×は反対

議案に対する各会派の賛否一覧
令和２年 第4回市会定例会

令和３年 第１回市会臨時会

　市政に関するご意見やご提案は、担当する部署にお届けします。担当部署からの回答が必要な場合には、
その旨お伝えください。

紙面についてのご意見・ご感想をお寄せください

議会局秘書広報課

令和３年第１回市会臨時会の開催（令和３年１月６日～８日）
　地方自治法第74条の規定に基づく直接請求による「横浜市におけるカジノを含む統合型リゾート施設（ＩＲ）誘
致についての住民投票に関する条例の制定」の審議を行うため、令和３年第１回市会臨時会が開催されました。

点字版・ＣＤ版・デイジー版を発行しています
　郵送を希望される方は、問合せ先までご連絡ください。音声データは市会ホームページにも掲載しています。

議会通信

令和2年 第4回市会定例会号


